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　最近は，impact factorなどの citation indexによる論文の

被引用度評価が盛んである．ただ，工学の分野では，新し

い課題を発見し，試行錯誤を繰り返し，長い年月を掛けて

課題解決に至り纏め上げた論文が，本当に世界的に新しけ

れば，他の研究者の追従を許さないものとなる．そのため，

他者は 2年間程度で設備を整え追い付いて論文に纏めるこ

とも難しいが，一方で，被引用度が上がらない覚悟が必要

となる．このことについて，音響学分野で高名な先生が執

筆された記事から以下の文章を引用してみよう．

 

　同じことかも知れないが，最後に書いておきたいことが

ある．

　従来の日本の学問は，ほとんどが西欧からの輸入で始

まったものである．身の回りで発生した問題から新しい学

問の道を開くのでなければ，いつまでたっても後進国であ

ることは必定である．しかし，多くの研究者が，特に，新

しい学問をやっているという研究者のほとんどが，西欧で

学問としての体系が作られたものを，人よりも速く理解し

て，それに継ぎ足したものを論文にする．そのような仕事

の方が，外国で引用される可能性は大きいかも知れない．

しかし，それでいいのだろうか．

　現実に発生した問題を昇華させて新しい結晶にする習慣

を，われわれの周囲に作りたい．既に結晶化され抽象化さ

れた学問は美しい．美しいものにあこがれるのは，人情の

常であるが，人が育てた結晶に夢中になるのではなく，混

沌の中から自ら結晶を創り上げることをこそ，これからの

人にやってもらいたいものである．

　信号処理学会誌 Vol. 1, 2003年掲載の城戸健一著

「私の研究遍歴」の結びから引用
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　まさにそのとおりである．日常を変えてしまうほどの新

しい概念（鉄砲，蒸気機関，自動車，電球，電話，飛行機，

ロケット，潜水艦，DNA二重螺旋構造，液晶，コンピュー

タ）は，みな欧米から出てきた．日本が国際的に一流国に

なったと考えるのは依然早いという意見もある．

　研究者として研究を進めさせる原動力は，真理の探究と

いう知的好奇心とともに，苦労の末に，稀有な美しい成果

をまさに手中に収めた喜びと，その喜びを人と分かち合う

ことであろう．この「超音波医学」も，そのような本当の

独創的研究成果を出そうという意識・環境づくりに貢献で

きれば，編集者として大変幸いである．
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